
成果 課題

９月 ２月 評価 コメント 評価 評価 コメント 評価 コメント

・東京ベーシックドリル診
断テストの実施

・年度末実施の診断テス
トの正答率、８５％超

C C B

・目標の８５％までは届いいてい
ないが、ほとんどの学年で結果の
向上がみられた。 B B

・学力診断テストの正答率は60
～70％だった。

A

・学力診断テストを通して、基
礎・基本をしっかりと身に付け
ることができた。

・次年度も引き続き、学
力診断テストを実施して
いく。

・家庭学習週間（江戸川っ
子study week!）の設定

ドリルパークを活用し、
７日間×３回（毎学期１
回実施） A A A

・２～６年生は、ドリルパークを
活用した毎日の宿題と朝モジュー
ルを活用した基礎的な学習に取り
組めた。

A A

・家庭学習週間を予定通り実施
し、ドリルパークを有効に活用
しながら基礎・基本を習得を図
ることができた。

A

・家庭学習の習慣を身に付ける
ことにつながった。

・学年に応じて、家庭学
習の課題の出し方を工夫
していく。

・学校図書館を活用した探
究的な学習の実施

・各学年学期に１回程
度、探究的な学習を実施

B B B

・学校図書館の書籍を効果的に活
用して探究的な学習に取り組め
た。 B B

・各学年、学校図書館を有効に
活用して、探究的な学習に取り
組むことができていた。 A

・家で読書をする時間が増え
た。

・各学年で計画的に探究
的な学習を取り入れてい
く。

・地域図書館からの団体貸
出しの実施

・低学年で月に１回、地
域図書館からの団体貸出
しを実施 A A A

・１～３年生は、地域図書館から
借りた書籍を朝読書に有効に活用
できた。 A A

・子供たちは進んで団体貸し出しの
本を楽しみにしていた。読書活動の
充実につながった。 A

・色々な本に触れることができ
るのが良い取り組みだと感じ
た。

・次年度も引き続き、団
体貸し出しを行い、読書
活動を充実させていく。

・体育科授業における運動
量の確保

・一単位授業あたり、３
０分間の運動時間確保

B A B

・今年度、校内研究で体育科を研
究していることもあり、運動量の
確保も意識した授業が展開されて
いる。

B A

・子供たちのアンケートでも９
６％の子供が体育の授業中にた
くさん運動できていると回答し
ていた。

A

・休み時間に担任の先生と一緒
に鬼ごっこをしてたくさん走り
回っていた。

・次年度も校内研究で体
育科に対する研鑽を重
ね、教員の授業力を向上
させていく。

・江戸川っ子なわ跳び
ウィーク

・年間で２週間×３回の
縄跳びウィークの実施

B A B

・初めての取り組みに試行錯誤し
ながらより効果的ななわ跳び
ウィークになるよう引き続き改善
していく。

B A

・友達と一緒に練習したり、連続し
て跳び続けるように取り組んだりし
て、楽しみながら体力の向上につな
がる取り組みとなった。

A

・縄跳びに対する意欲が向上し
た。休日もすすんで縄跳びをす
るようになった。

・年３回の縄跳びウィー
クの取り組み方を工夫し
て、児童の意欲を一層高
めていけるようにする。

・持久走週間 ・３学期に２週間の持久
走週間及び持久走記録会
の実施 未実施 A B

・３学期の実施に向けて体力向上
ができるよう日々授業や休み時間
に体を動かす機会を意図的に増や
している。

― A

・マラソンカードを用いること
で、多くの周回を走れるように
頑張って走る姿が多く見られ
た。

A

・記録会に向けて、練習する姿
が見られ、頑張っていた。

・持久走週間以外でも、
体力向上につながる運動
を意図的に取り入れてい
く。

・ユニバーサルデザインの
視点を取り入れた個に応じ
た指導の実施・充実

・特別支援全体会での児
童の情報共有、指導や声
掛けの共通理解 B A B

・全教職員で情報共有を図りなが
ら組織的に対応することができて
いる。 B B

・情報共有と指導や声掛け共通
理解を図ることで、子供一人一
人に応じた関りを全教員で行う
ことができた。

B

・担任だけでなく、学年の先生
たちも一緒にみてくれていた。

・次年度も全体会や生活
指導夕会で共通理解を図
りながら、全教員で組織
的に対応していく。

・エンカレッジルームの活
用促進

・エンカレッジルームの
活用について、共通理解
を図り、常時担当者を配
置

B A B

・担当者を決めて常時配置するこ
とにより効果的にエンカレッジ
ルームを活用できている。 B B

・エンカレッジルームに担当者
が常駐することで、いつでも、
すばやく適切な対応を行うこと
ができた。

B

・担任ではない先生も丁寧に対
応してくれた。

・エンカレッジルームの
充実に向けて、担当者の
常駐を継続していく。

・副籍交流、交流及び共同
学習の実施・充実

・特別支援コーディネー
ターが鹿本学園と連携を取
り、毎学期1、２回交流を実
施

B B B

・鹿本学園と連携を図りながらお
互いにとって良い経験になるよう
検討を重ねている。 B B

・クラスで一緒にできるボール
ゲームを考え、実践すること
で、他者理解につながった。 B

・体を動かしながら、楽しく交
流活動に取り組んでいた。

・引き続き鹿本学園と連
携を図りながら、双方に
とって有意義な交流を計
画していく。

・不登校対策の実施・充実 ・校内委員会の設置や
SC、外部（SSW）との
連携強化 B A B

・学年、校内委員会を活用しなが
ら不登校児童に対応することがで
きている。 B A

・担任だけでなく、多くの教員
で対応に当たることで、子供と
保護者を適切に支援していくこ
とができた。

B

・担任だけでなく、様々な先生
が声を掛けてくれた。

SC、SSWとも連携を図
りながら、不登校児童に
とって最善の支援を行え
るようにしていく。

・教育相談の強化 ・毎学期１回の希望者に
よる保護者相談日の実施 B A B

・２０近くの家庭から希望があ
り、相談日を有益に活用すること
ができた。

B A
・２月実施の保護者相談では、進級
に向けた悩みや課題などを保護者と
共有することができた。 A

・次年度に向けて、家でフォ
ローすべきことが分かってよ
かった。

・次年度も学期に１回の保護者相談日
を設けて、家庭との連携・信頼を構築
していく。

・hypaer-QUの活用 ・個人面談で各家庭に
hyper-QUの結果を還元

未実施 A B

・１２月実施の個人面談にて結果
を還元できるよう共通理解を図っ
ている。 ― B

・個人面談の際にhyper-QUの結果
を共有することで、学校での課題に
ついて保護者に対して、説明をする
ことができた。

B

・返却された結果を見て、子供
が充実した学校生活を送れてい
ることが分かり、安心した。

・次年度はL-Gateを活
用して、家庭との情報共
有を図っていく。

・自校取組の積極的な発信 ・各学年毎週１回以上の
学校日記更新
・HPにて給食の献立を
毎日更新

A A A

・昨年度に比べて大幅にHPを更新
することができている。

A A

・学校日記の更新を１年間継続
して行うことができた。

A

・HPをこまめにアップしてくれ
て、学校の様子がよく分かっ
た。

・引き続きHPのこまめ
な更新を行っていく。

・学校公開の実施・充実 ・学校公開では、好きな
学級を参観できる完全自
由参観の実施 A A A

・自由に各教室を行き来すること
によって、保護者に学校全体の雰
囲気を感じてもらうことができ
た。

A A

・年４回の学校公開を通して、
子供の頑張っている姿を見ても
らうことができた。 A

・普段の子供の頑張っている様
子を見ることができた。

・年３回の学校公開で、
少しでも保護者に学校の
様子を伝えていけるよう
工夫していく。

・教育活動の改善・充実に
向けた学校関係者評価の実
施

・年間１回の保護者アン
ケート及び年間３回の学
校評議委員会の実施 B A B

・一回目の学校評議委員会で、今
後の本校の教育活動にとって有益
な意見をいただけた。 B B

・３回の評議委員会を通して、
次年度に向けてのご意見をいた
だくことができた。 B

・引き続き学校と連携・協力を
図っていきたい。

・次年度は保護者アンケート
を２回に増やし、更に学校関
係者評価を得て、教育活動に
還元していく。

・３年生以上による一部教
科担任制
・低学年による交換授業

・高学年は、通年で社
会、理科、算数を教科担
任制にて実施 A A A

・高学年の教科担任制も３年目を
迎えて順調に教科担任制の良さを
生かせるようになってきた。 B A

・低学年の交換授業、高学年の
教科担任制によって、他の学級
の児童理解に努めることができ
た。

A

色々な先生と授業ができて楽し
いと言っていた。

・次年度も教科担任制によ
り、質の高い授業を提供する
とともに、他学級の児童理解
を深めていく。

・会議の精選 ・夕会などを活用し
、職員会議の回数を７回
に削減 B A B

・昨年度より会議が減り、教職員
が自身の仕事に打ち込める時間を
確保できた。 B A

・会議の時間や回数を精選して
行うことで、教員の教材研究を
行う時間を確保することができ
た。

A

・以前に比べて遅くまで職員室
の明かりがついていることがな
くなっている。

・次年度も会議を増やさ
ないために、計画的に夕
会を活用していく。

・定時退勤日の設定 ・月に１度定時退勤日を
設定

A A A

・定時退勤日には、全教職員が退
勤することができていた。

B A

・定時退勤日を設けることで、
教員が心身ともに健康に過ごす
ことができた。 A

・担任の先生がいつも笑顔で丁
寧に対応してくれた。

・次年度も定時退勤日を
設けていく。

・日常のちょっとした疑問や不
安を聞いてもらえる機会を設定
してもらえてありがたい。

・未実施のため、関係者評価無
し

・子どもたちの健全育成に向
けた取組

・総合的な学習を拝見してい
て、情報を上手にまとめられて
いる児童がたくさん見られて驚
いた。

特
色
あ
る

教
育
の
展
開

・一部教科担任制の推進 ・我が子が理科や社会、算数の
授業が楽しいといって、以前よ
り前向きに取り組んでいるよう
です。

・「学校における働き方改革
プラン」に基づく取組の実施

・以前に比べて遅くまで職員室
の明かりがついていることがな
くなっている。

・以前に比べて遅くまで職員室
の明かりがついていることがな
くなっている。

地
域
社
会
に
開
か
れ
た

学
校
（

園
）

の
実
現

・地域社会に開かれた学校の
実現に向けた取組

・頻繁に学校日記が更新される
ことによって、学校の様子がよ
く分かってありがたい。

・学校とコミュニケーションを
取れる機会としてこれからも大
切にしていきたい。

・一つ上の学年の授業を参観し
て、来年に向けての見通しがも
ててありがたい。

不
登
校
・
い
じ
め
対
応
の
充

実

・担任だけでなく様々な先生が
声を掛けてくれている。

共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
た

教
育
の
推
進

・特別支援教育の推進 ・担任だけでなく、学年の先生
たちも一緒にみてくれている。

・担任だけでなく、様々な先生
が声を掛けてくれている。

・子供にとっていろいろな人と
かかわりをもつことは大切だと
思います。

次年度に向けた
改善案

コメント

体
力
の
向
上

・いろいろと工夫しながら運動
の機会を確保してもらってい
る。

・子供が縄跳びがうまくなりた
いと言って、家で練習するよう
になった。

・未実施のため、関係者評価無
し

・持久力や敏捷性などの基礎
体力の向上に向けた取組

学
力
の
向
上

・４月と比べて前年度の内容が
理解できているようになってい
ることが分かって安心した。

・学校で、前の学年の復習をし
てくれるのはありがたい。ま
た、カルテで苦手なところが分
かるのが良い。

「年度末」
自己（学校）評価（A～D）

・学級文庫や団体貸し出しな
ど、教室に書籍がたくさんあっ
て充実している。

・学習の基盤となる基礎・基
本の確実な習得、家庭学習習
慣に対しての学校の組織的な
対応による取組

・読書科の更なる充実

「中間」
自己（学校）評価(A～D)

令和6年度　江戸川区立一之江第二小学校　学校関係者評価報告書（学校経営計画・学校関係者評価シート）

学校教育目標
・よく考え、進んで学習する子ども
・思いやりがあり、助け合う子ども
・体力のある、元気な子ども

目指す学校像
目指す生徒像
目指す教師像

・笑顔あふれる学校
・自ら学び、自ら考える子ども
・「子ども」「授業」「研修」「人の和」を大切にする。

前年度までの本校の
現状

・全教員が協働し、児童の健全育成にあたった。全校体制で「あいさつ励行」に取り組むことによって
成果を上げることができた。
・学年をこえて、一之江二小マナー、学習の約束を基に、学習スタイルの統一を図ることによって、成
果をあげることができた。

・ミライシード（ドリルパーク）を活用した学力向上の取り組みの充実を図る。
・一人一端末を用いたICTを効果的に活用した授業展開の充実を図る。
・体力、基礎運動能力の向上を図る。

重点 取組項目 具体的な取組内容 数値目標
達成度

「中間」
学校関係者評価(A～D)

「年度末」
学校関係者評価（A～D）


